説教要旨「証しする人」　ヨハネ福音書１章６－１３
1:6 神から遣わされた一人の人がいた。その名はヨハネである。

1:7 彼は証しをするために来た。光について証しをするため、また、すべての人が彼によって信じるようになるためである。

1:8 彼は光ではなく、光について証しをするために来た。

1:9 その光は、まことの光で、世に来てすべての人を照らすのである。

1:10 言は世にあった。世は言によって成ったが、世は言を認めなかった。

1:11 言は、自分の民のところへ来たが、民は受け入れなかった。

1:12 しかし、言は、自分を受け入れた人、その名を信じる人々には神の子となる資格を与えた。

1:13 この人々は、血によってではなく、肉の欲によってではなく、人の欲によってでもなく、神によって生まれたのである。

　１章１－１８はヨハネ福音書の導入部です。一般的に言えば、導入部とか序論では、全体の主題、執筆の動機などが記されます。したがってここを見ればヨハネ福音書で何が言われているのかが明らかになるはずです。ところが、そう簡単に主題がわかるのではありません。
　この１章１－１８は文学的表現、特に、詩として記されているとされます。正式の詩文形式ではありません。ですから詩的というのが正しいでしょう。詩は短文で記されるのが普通です。日本では短歌や俳句があります。いずれも短い文章ですが、そこに含まれている意味は幅広いものです。
短い文章に含意があり、想像があります。それを読み解くためには、文字面に書かれていないことを読み取らなければなりません。ヨハネ福音書のこの部分も書かれていることの背後にある思想を読み取っていかなければなりません。
実際、ヨハネのこの部分も含めて、ギリシヤ語本文は単語数など少なく、あまりギリシヤ語に堪能でない人も読めます。しかし、だからヨハネ福音書は分かりやすいと思ってはなりません。表面に記されていない意味、それを解明しなければなりませんが、行間に隠されている意味を明らかにすることは容易ではありません。
　このような難解な文章と後に続く記述があまり一致しないので、１章１－１８は、それ以降の文章とは違った著者が書いたとも言われるぐらいです。むろん、この部分が他の人の手になると言う結論は早急すぎます。この部分だけを別の記者の手で書かれたとする仮定は成り立ちません。

　１章１－５において、創世記１章１と同じく、「はじめに」、という言葉で始まります。創世記は天と地とその中にあるすべてのものの創造が記されます。第一の創造に、ことばである方が関与されます。そのとき、光と命が創造されます。
みことばによって、天地が創造されますが、その創造主は、実は、みことばであるイエス・キリストであると主張されます。光と命はそれぞれ被造物です。ヨハネはその第一の創造に匹敵するようなことが起こると語っています。はじめに、「ことば」があった。そのことばは光とも命とも言われます。光は被造物ではなく、創造者である光でもあり、また、単なる生物学的命ではなく、霊的な再生の命が創造されたと語られます。それは第一の創造に匹敵する第二の創造とも言うべきものです。

　そして、いきなり、洗礼者ヨハネが登場します。何故ここでヨハネが登場したのか。聖書記者ヨハネが何も書いてくれていませんので、想像するだけになってしまいます。想像するに、何故福音書記者ヨハネがこのような筆致で書いたのでしょうか。

　洗礼者ヨハネは、原始教会＝初代教会によく知られていました。１章１５に記されていますが、洗礼者ヨハネは当時の人たちから、あなたはメシヤ（救済者）ですか、エリヤですか、それとも、期待されている預言者（モーセのような人々）ですかと、人々は問うたという記事が記載されています。ここから分かりますのは、ヨハネは偉大な預言者のひとりとみなされていたことです。
使徒言行録によれば、コリントでアレキサンドリアの出身者アポロが活躍していました。彼は、洗礼者ヨハネを宣伝していたのです。しかし、プリスキラとアキラ夫妻はアポロをキリスト教会に加えるのですが、それほどまでヨハネの洗礼は広範囲に広がっていたのです。
　ある人は、今日に至るまで、イエス・キリストはヨハネの後継者、あるいは模倣者集団に過ぎなかったと主張する人がいます。だから、当時はイエスよりも洗礼者ヨハネのほうが期待されていたのです。もちろん、それは正しくありません。しかし、聖書記者ヨハネはこのことを十分意識して、いきなり洗礼者ヨハネを持ち出してきたのではないでしょうか。人々はヨハネがメシヤらしいとかエリヤらしいと言っていたのです。当時の風潮の中には、イエスよりもヨハネが偉大だと考えるものもいました。聖書記者ヨハネはこのような誤解をまず解く必要に迫られました。
　ヨハネは証しするものだと、洗礼者ヨハネの口から語らされています。証しをすることとは、隠されていたものが明らかになることを意味しています。内なる信仰を、どのような過程を経て獲得したのかなど、信仰を明らかにすることを「証する」と称します。
聖書記者ヨハネは、洗礼者ヨハネに直接言わせています。ヨハネは，キリストを証しするものだと断じられます。洗礼者ヨハネは後に来るものの先導者であるだけで、それ以上のものではないと明言します。つまり、イエス・キリストのほうがはるかに偉大なのだとヨハネは語ります。証しはそれだけです。ヨハネの役割はただイエス・キリストとは誰かを明らかにする役目を果たすだけです。

　このために、聖書記者ヨハネはここで洗礼者ヨハネを紹介したと言えるのだと思います。洗礼者ヨハネはキリスト以上ではない、これを読者に確認させています。近年もっとも偉大な預言者と思われていた洗礼者ヨハネ以上のものがイエス・キリストであると主張したいのです。
　そのヨハネが明かしするものは、まず、光でした。この光を証しするために、洗礼者ヨハネが来るのです。

　洗礼者ヨハネは、メシヤ・キリストを証しをするためにこの世に来ました。ヨハネ自身は光ではありません。光について証しすることがヨハネの役割でありました。この光はすべての人を照らすと記されます。この光は人工的な光のことではありません。光は、闇を照らします。闇の中にあったものは明るみに出されます。光が照らしだすのは、罪に溺れた人の心です。どんなに醜悪なものが隠されているのか、光のないところでは見えません。光がなければ、盲目の人と同じように「見　　えない」のです。自分では見えると主張しますが、光がないところでは何も見えていません。光が来たらすべては明らかにされます。
　光は、霊的に死んでいて、闇の中にいながらその暗闇を知らないものの心を照らし出します。罪と邪悪の中にあるものの本当の姿を映し出します。そして、まことの光に導いていくのです。洗礼者ヨハネはこの光を証しします。闇の中にいる限りは滅びです。光によって闇の支配から脱します。

　洗礼者ヨハネは、世に来たという点では同じ、ことばをも証しします。ことばは、創造者であり、またイエス・キリストそのものでした。
　ことばであるイエス・キリストは，光でもありますが、世に来たり、世の中にあり、神としても人としてもその役割を果たされます。イエス・キリストは力あることばそのものとなってこの世においでになられます。この世界の創造者でもありました。ところが世はこのみことばを受け入れません。「世」は３度続けて出てきますが、最初の二つと後のものは内容は異なっています。明らかにはじめの二つはこの世界一般ですが、後のものは、イエス・キリストと同時代のユダヤ人となっています。この場合の「世」とは、直接的には、ユダヤ人をさしています。
ユダヤ人の中にキリストは来られました。ところがユダヤ人らはキリストを拒否します。キリストを拒否するのはユダヤ人だけではありません。すべての人がキリストに真正面から向き合います。そして、否定するか肯定するか、どちらかの態度を取ります。それはユダヤ人だけに限られていません。証しされたみことばを聴いた人すべてが決定を迫られます。
　多くのユダヤ人はキリストを受け入れませんでした。つまり拒絶しました。ところが、ユダヤ人であろうとなかろうと、みことばであるキリストを受け入れたものは神の子となる資格を得ます。

　神の子となる資格を得ることは救いをあらわします。救いとは心情だけではありません。何か救われた気分になることだけではありません。救いは気分や気持ちではなく、神の子とされることをさします。私たちは神の子とされて、相続財産を継承する権利を獲得します。もともとは神の子などと呼ばれるに値しない人間ですが、みことばを受け入れるときに、値しない罪人でありますが、神の子にされます。子たるものとなることが救いなのです。
　みことばの受容はこのような大きな祝福をもたらします。これは驚くべき神の業です。

　最後に、洗礼者ヨハネが証しするはずの命について記されます。生命ということばは出てきませんが、「神によって生まれる」から、生命が表現されていると解釈してよいと思います。

　この命は神の子とされるがゆえの命です。これは血筋によるのではありません。当時のファリサイ派をはじめ、ユダヤ人はその先祖ヤコブの子孫であることを誇りとしていました。ヤコブの子孫であることが救いの条件とされていました。血統上、イスラエルに属していることが救いの必須条件であり、それを示すのが割礼でありました。

　むろん聖書記者ヨハネは洗礼者ヨハネと同様に、このような立場を取りません。血統ではなく、まったく別の要因で神の子とされ、その命を継承します。

　それはまた、肉の欲でもなく、人の欲でもない仕方で命を獲得します。欲望でもって命をえるとは何を意味するか。まさか、お金で永遠の命を買えると思うものはいないかもしれませんが、しかし現実にしばしば、お金の高で永遠の命さえ買い取ろうとするものもいました。いえ、今日、多くの人々がお金を儲けることで幸福を獲得し、それは永遠の命までも買い取れるかのように思うのです。たとえば多額の賽銭を投じるならば、少しでも長く健康で生きられるかのように錯覚します。これは命がまるで金銭で取引できるかのような考え方ではないでしょうか。そんなことはありえません。命はキリストから来ます。命の源から命は来ます。その命の源のことを洗礼者ヨハネは証しするのです。
